
幕末長州藩における楠公崇拝の思想

1 吉田松陰と楠公

上 田 孝 治

〔1)序

 害田松陰年譜注ヨの記事の中から、明らかに楠公或は楠氏に関係ありと思はれる事項を抜き

出して見ると、次のやうな記録がある。

 イ. 嘉永4年3月18日一初めて楠公の墓を拝し感激して詩を賦す。

 ロ. 安政3年4月15日一七生説を作りて七生報国の信念を三三す。

 ハ. 安政5年9月270一時勢論を作りて天勅の降下、義士の招集、外夷捷伐等の急務を論

   (ず)。

 二. 安政6年10月26日一留魂録を作る。

 ホ. 元治元年5月25日一1⊥ll」明倫館に於て楠公祭を行ひ、村田清風、吉田松陰、来原良蔵

   等を従祀す。当日藩主及び五卿参拝すu

 嘉永4年と需へば松陰はll寺に22歳、命により兵学修業のため、藩主の参凱に同行して始めて

江戸に赴いた年であるが、途中兵庫における感激の模様は当時の日記や書簡に鮮明に記されて

みて、読む者にさわやかな感動をll乎ぴ覚してくれる、それは橘曙覧の

  幾∈:兎欄∈こ÷く朴禁最①選トト「ρ

    遼皐。嶋ヤ》馨営劃3喚£9

の歌の如く、心ある日本人の胸の底に、脈々と受け継がれてきた至純の感受性に由るものとも

考えられるか、一方、かかる生来の感受性と難も、師承相伝による懇篤な教へや導きがなけれ

ば容易にその真価を発揮し得ないのも事実である、幸ひにして松陰にはよき家風があり、よき

父兄の訓導があった。特に父からは幼い時より楠公の名を教へられ、天性の美質に加へて、他

では求め難い優れた教養を身につけることができた。湊川の碑を前にした時の感激は、けだし

この二つのものが重なり合って湧き出たものであらう、

 松陰の父杉百門之助の略伝;'杉憎斎先生伝iE:t(吉山庫三編γ』には

 是れより力を子女の教養に虚し、2予(松陰と兄梅太郎とを指す)を率みて且つ耕し且つ教

 へ、四書五経の素読は概ね田圃の問に於て授けrりたり。其の訥読せしむる所は、文は文政

 10年の詔、及び玉田某の著はせる神国由来、詩は菅・頼諦家の毛利氏・両川氏を詠じたるも

 の、及び楠会墓iぐあ作を主とし、其の他忠孝を掛詞し、節義を鼓舞するものにあらざるはな

 し、t(傍点筆者、以下同じ)

とあり、また兄梅太郎(杉民治)の著はしたt‘杉百合之助逸話注3にも
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 子供梅太郎・大次郎の素読は大概畠にて教へ、自身も耕萩の二二に勤王に係る詩文等吟請し、

 自然と子供の勤王の心も幼年中より養成したり。(中略)其の外回ll」・山陽等の楠門真あ他

 詠史類の勤王に関し又は毛利公に係る詩は大概暗記し、常に沈吟したり。

と同様なことが記してあり、更には関係雑纂のLL題先考手鴇新論三三(慶応元年杉梅太郎注4ジ

にも

 先生〔父百合之助)……公事暇あれば菜圃に転鋤すt. ほっ井臼采薪の問、坤吟してIしまず。

 其の諦する所の文は、則ち玉田氏撰する所の神国由来に非ざれば、則ち文政10年2月16日の

         へね 詔なり。詩は則ち管・頼諸家、我が洞春諸公の功績を詠むの吟にあらざれば、則ち楠公東

 下の作、如し其の他に及ぶも、亦忠孝を磨働し、節義を鼓舞し、綱常を扶植するに類する者

 なり。先考此の書(会沢正志斎著新論)を得るに及び、嘆賞酋ならず、遂に手窮して珍

 蔵す

と記してあって、父が大楠公その他の忠臣を仰慕してみた有様がよく分ると共に、例へば新論

の如き名著に出合った場合、躊躇なくこれを筆写する柔軟にして且つ豊かな向学心の持主で

あったことも知られるのである。

 松陰の養父吉田大助についても、前述の杉活斎先生伝a三5に

 (大助は)性剛直にして大志あり、夙に家学を興隆せんと欲す。世の兵家文学を修めず、阻

 を以て晒を伝ふるを憤りて、深く経史を講究し、多く文章を作為す。(中略〉常に幕府の萢

 横を怒り、王覇辮一篇を作りて極論する所あり. 

といふ記事があって、直接楠公のことを述べた文字は見えないにしても、その志を持するとこ

ろ兄弟(大助は百三之助の実弟)同然なりとの感を深くするのである. かくの如き雰囲気の家

に育ったればこそ、松陰は居常いつも楠公を偲ぶ文字〔毛生識賊)を座右に置いて過し、遂に

は獄中に生命を絶たれる最期の瞬間に於てさえ、撮かな思ひを楠公に寄せて(留魂録)至誠の

証しを示したのであった。

 現在、占田松陰全集に集録されてみる松陰の言行は数千萬字に及び、その中直接楠公につい

て記されたものだけでも随分の数に達する。それらの概況を順を追って記述することにより、

松陰の楠公崇拝の実情を明らかにして行きたい、、

(2)修業時代

 杉括斎先生伝に「先生……是れより力を子女の教養に謹し、2子を率みて且つ耕し且つ教へ、

四書五経の素読は、概ね田圃の聞に干て授け了りたり」とあった如く、幼少の頃は主として父

より教えを受け、長じては山鹿流兵学師範古田家(大番組、57石6斗)の後嗣として、少年時

代より林真人・石津平七・山田宇右衛門・玉木文之三等の家学後見人から薫陶を受けて、松陰

の学問素養は着々と深さを加えて行った筈である。但しこの頃の実情を確かめる資料が乏しい
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のではっきりしたことは述べ難い。楠公の文字が全集に出てくる最初の文は‘」武教全杏講章

で、その用士艀i…6に

 後醍醐天皇中興の大業を成し給ふは、大塔宮を始め薪由・楠・名和・赤松などの名将多く集

 まればなり

と述べてあって、早くもその関心の模様か察せられる。時に嘉永2年6Jl、松陰が20歳て藩主

に御前講義をした際の内容である。又翌3年に講じたLt同守城篇にも楠公の名が引川されて

居り、このll寺の「籠城の大將心定めの事」は親試に臨んだ藩主毛利慶親(元治元年より敬親｝

をいたく感動せしめ、ために「藩主始めて兼流の意あり」と松陰年譜には記してある. 、次いで

未焚稿ttの操習笙蹄i'i:7(嘉永2年10月頃ブにも大楠公の戦法が紹介されて居り、1司じく

未焚稿、南北興亡論注掛では

 凡そ戦0)道、屈伸の理、変化の妙、1時として庭として存せざるはなし。而も諸神の中、善く

 斯の理に明かなる者は独り楠公あみ、其の他は則ちなし。其の肯にrlく「勝敗は常なり、少

 挫折を以て具の志を変ずべからず」と。故に赤坂の難には詐り死し、公綱の来れるには戦は

 ず金剛の守りに倦める色なく、京都の戦には詐りて將を喪へり、尊氏の大目して東上する

 に及んでは、又奏して其の鋭を避けんとし、聴かれずして乃ち死せり。深く屈伸変化に明か

 なる者に非ずんば、安んぞ能くかくの如くならんや. 

と大層詳しく楠公の戦略方法を論じ、また南朝の野冊はむしろ夫々の郷里に還し、早うに戦力

を養ひ恢復を謀った方がよかったのではないかとも記した上で

 抑々成敗の情を詳かにするに、尊氏の諸將をして南朝の難に当らしめば、下れ其の叛逆相尋

 ぎ、潰散して立ちどころに滅するを見んのみ。金ヶ崎・鷹巣の半死、量に復其の人あらんや。

とまことに驚くばかりの卓論も述べてある. 深く楠公その他建武の忠臣に心を寄せる者でなけ

れば考え及ばさる論である。未焚稿にはこの外に下下十則注9にも着旧の引用が見られる。

年月がはっきりしないか、未焚稿は大凡嘉永4年頃までの文が集めてあるので、遅くとも松陰

212歳頃の作てあらう、、

 序に記した、松陰が兵学修業のため江戸に赴いた時のH記は'r)11遊日記t＋と称するが、その

14 U日、3月18日tj'］【｝の條には

 湊川に至り朝鳶あ塞を拝す。遙かに摩耶山を視、阿保親王(平城天皇の呈子で毛利家の祖先

 に当られる)の廟前を過りて、西宮駅に宿す。

とただ簡単に事実のみが記してある。然し越えて3月211」注nには

       やに 11十1［ロ 齪  壇逆迷皿～U建旺悩ゆ。es'〈AosトSSEpt t〈｝。［ロv

 凹型総螺i国乖」裏 捌e系～£1馨e千2£u極ゴ唐u専個詫・」ひく舞'

 卑に｛田(録謹K一訓くぜ 毒lll o》憲e巖却嫁9絢三」u

 ・謬営働旺四三串幸珀 馨善モ々旺糞下÷・e四駅
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           のニゆ 凋目［司無熱K・噸に 国ロ冥［q〉蟄醗」》に＞L∠頗bも。

 巡ミ1爆撃択煮 rSEg I駅'曄煮如まくくゴ

 畷翼江］寒蹄平筆 時無田12翠さご櫛・Ko裂。

 ＜胆蟹皐製11π ＜:亟劃障ε穐1］liロ喚2製沿綻'

 蟹贋帽樹陰旨銀 騨脚崔9」旧聞斗㍑＿)肺野蛭潔雫躯。

 長くた際特包三半:早くr馨富ら田匠楽界b'

 三軍追山破葭K・悼 坦壁土2馬脚ミ慮黒楚葭魯｛章」＃も。

 鋸細［口嵐遊興樋 声帯帽やゆユ〕U測細鰹ゆe領縫慧冥罰'

 櫨耳掛斡爵藩魯 蹄2鐙橋トノ帯く鞄潔細沓ゆe魯奮⑩綻。

 解悟虫廻野畑機臣一迫申痙 脚眼私憂提迦e畑雀鈴起9肝喫。＿)ρ'

           りゆ  葭報万進叢鰹虚 葭緯磯套e旧註租庶～刃戸面割麺ゆG

 . ma十・櫨叙と報 ｝;Jl十擁刊唄三2と脚桑聡夢ゆ'

 謎《N遺黒円瓢 子下e孟慧黒韻e細。

 胴甦忌網干訓(k榔く細帯く鋼(9〈9黒・lte〉ptc v'

 鋸欄獣即くF1廉 獣帯癒下棚＿)トノ1蕪ヤ」£〈e

 誕丁寧楓11轡｛噂 魚全電野州翠3》11園雀)轡麺＿y

                 ゆく 艇;塑奪貸駅Hミ寧團 揮詮1e敏1炉開H＿)v憲魍ヤ・o

とあって、3日間推敲に推敲を重ねたことが推察される。ちなみにこの詩は楠公6百年祭を記

念して出版された楠町遺芳(昭和10年刊)にも七生説t一と一緒に掲載してあり、松陰の代表

作の一つであって、流石に栴檀は双葉より芳しく、楠公を偲ぶ松陰の切なる思ひが全篇に満ち

盗れてるる。同時にまた、幼時よりの父百合之助の熱心な訓導がここに於て20行の詩となって

花開いた感じのする名篇である。なほこの時、松陰は碑文の「鳴呼忠臣楠子墓」と「朱舜水の

賛文」との石摺りを購入した旨、郷里あての手紙に書き送ってみるが、これは書簡のところで

後述することにする。

 江戸に着いた松陰は早速師を求め友を探して文武の業に励精し、ll寺折は藩主に進講を申し上

げ、Il寺判は近郊の海岸を踏査するなどして、着々遊学の功を拡げて行ったが、更に志を伸ばし

て、奥羽東北地方への長途の遊歴をも計画するに至った。然しこれが同友との約束の関係で亡

命の形となり、本人自身は途中で水戸に滞在してその学風を学んだり、或は佐渡に至り順徳上

皇の御陵を拝して涕泣するなど、極めて稔り豊かな旅を経験したけれども、帰還後は藩の罪人

として萩に送還されることとなった. よし藩の硯則には違反するとも、他藩人との約束は守る

べしとして、丈夫の一諾を重んじた松陰にとり、これは是非もないことであった。幸ひにして

かかる心情を欄察した藩主慶親は寛大な処置を松陰に与へ、特に父百合之助に内示して10年間

の言替国遊学を中請させてこれを許可した。当時に於ける美談の一つと言へやう. 
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 かくして嘉永6年、松陰は思ひ設けぬ旅に出達することとなり、その概要が癸丑遊歴日録

に記してある。この度は口程にもあまり拘束されず、比較的気随な旅行であったから、途中で

逗留するところも多く、日記の内容も詳細であって、為に通常ならば到底望めそうもない、松

陰の千早城趾金剛lll登山の記事まで見受けられるのである。当時長州人にして1可びとがこの聖

地に登り得たであらうか。まことに千載一遇の機会と称すべきである。言ふまでもなく千早城

は楠公が嫁って以て勤王の侶をなし、遂に建武中興の偉業を成し遂げられた古戦場、1」記には

淡々とした嘉実が記してあるが、その感懐たるや先の湊川に於けるものと相異なることはな

かったであらう。

 (注12嘉永6年2月)14 LI晴n(森田)節齋に従ひて錦部郡富田林の仲村徳兵衛の家に至る。

 増田久左衛門も亦従ふ。五條の駅を出でて千窟に登る。LLIは頗る高ll唆にして千窟城は阪に在

 り. 金膿寺・赤坂・嶽山の数回前に回り、連珠の壁を為す。Illを下れば則ち千窟村なり。村

 縮昌≦を過ぎ富田林に至る、行程6里、和(泉〉を出でて河(内)に入る。其の界は千窟鑓

 の脊にして、昨過ぎし所の竹内越と相連る山脈な㌦

また同年5月'5日の記事は、奈良を出発してlll城国に入り、笠概の近くを通ったことを述べて

 泊3笠置は 後醍醐天皇行在したまひ、山勢頗る険なり。Ll、1下に一川を隔てて二聚落あり、

 一を南笠置と為し、一を北笠置と為す＋. /北笠置は即ち余の閉し所なり。土人云はく、「111の

 南は飛鳥路村、20戸許りにして. 元弘の役に賊徒陶山・小見山の導を為せしを以て、今に至

 るまで他村の人民與に婚嫁を通ぜず、村中にも亦賊に煎せざるの家二戸あり」と。

と元弘の昔を思ひ、村人の動向を記して感慨に耽ってみる。賊徒に加櫓したため、数百年の後

に至るまで婚嫁を通ぜざる人々があるといふことは、深く松陰の心を打ったに違ひない。

〔3)幽囚時代

 人の運命は計り難い。藩主の恩情の処置によって折角10年間の長期遊学を許可され、大いに

心身を潤養する機会に恵まれながら、その計画が挙に転回する大事件が遠い海の彼方から

やってきた。アメリカ艦隊を率みるペリーの三冠これである。1ヶ月後にはロシアの使節プ

チャーチンも同じく軍艦4隻を率みて来襲し、これらと応接せんがために文字通り東奔西走し

た松陰の尽力は、結局のところ下田踏海の二丁という経緯で幕を閉ぢ、ここに再び思ひ設けぬ

幽囚生活が始まったのであるr

 並々の人であれば、決死断行した志が相手の無理解によって実現せず、雄図空しく挫折した

やうな場合、天を怨み時を嘆き、平常の心を失ひがちになるものであるか、随所にやとなって

如何なる逆境にも挫けざる松陰の志操は、窮屈な橿送の途中にも、将又不便な獄窓の明け暮れ

にもいささか変る所はなかった。否むしろ、かかる悲運に遭遇して松陰の美質は益々その輝き

を増して行ったのであるL、
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  冤魂慰草といふのは、白ら進んで'ド田踏海の行に参加し、途中病魔に犯されて遂に萩の

岩倉獄で病死した金子重之助を悼み、松陰が多くの知友に依頼して寄せられた追悼文の集録で

ある二自らも野li. 1獄に囚われて不自由な身であるのに、亡友を思う至情が全篇に溢れてみて、

松陰の人柄のやさしさが偲ばれる文藻である。この中で小倉藩の国学者西田直養は

  棚凹き詫劇窃で胸焔畷韓割

    田⇒喚L甥葦庶～ゆ下下峯硲

と楠公になぞらえて重之助の死を悼んでをり、また直接湊川等の名は用ひてみないが、防府天

満宮の宮司鈴木高下の妻三子は

  注15起舶e玉ξ6e翼:騨楚喫繍、ゆ

    IJりゆ砕3イ…～μv6ン＿)煮～o1こわ

と歌ひ、1司じく三田尻の国学者岸御園は

  注【6胸・」P㌣糸～三20〈)e具桑賦垣喪櫛」舶梱

    vk' Li＃＞3㌣悩灸ゆ舶兎慧や

と詠んで西田直養と同じ心を供している. 

 また野Lll獄に於て松陰が草した文章の中で、例えば注】7居易堂集を読むでは、この集の

著者てある徐侯斎という人の高風清節を賞讃して

 背骨、楠河内の死せんとするや、其の子を遣し帰して、徐うに恢復を謀らしむ。侯斎の父文

                                       なんし も 靖の死せんとするや、侯斎の手を執り、泣きて口く、「吾れ固より死せざるべからず、若即

               お し長ぜば農夫となり、以て世を没へば、憾みなかるべし」と、、而るに侯斎は必ず従死せんと

 誓へり. 何ぞ其の事の相類するや。然らば則ち侯斎の志、知るべきのみ。

と楠公父子と文靖父子と事情の相似たる所以を述べ、更に侯斎の志か後世にあまり知られてみ

ないのを悲しみつつも、その知られてみないところが侯斎の侯斎たる所以だとこの文を結んで

みる。さう言へば楠公も実に長い間ll」Jに知られることなく埋ってみた。誤解され、世に称され

ることなく埋ってみたことが楠公の楠公たる所以だと松陰は言ひたかったのであらうか、思ふ

         ニニろざし
に金子重之助はその志壮なりと難も長州の一介の軽卒に過ぎず、徐侯斎に至っては明末期

の一文人で、丁丁の如く一軍に将として強敵を防いだ勇将ではない、然る西田直養も松陰も、

これを賞揚するに楠氏になぞらえているのてある、防長の地にだんだんと楠公追慕の情が拡充

して行く姿が伺はれるであらう。

 さて野山獄と言って直ちに思い浮かぶのはかの獄中に於ける孟子の講義録講孟割記(除

言舌)である。これは松陰の学問思想を最もよく表はしたものとして何人も推賞する書物であ

るが、何故かこの中には楠公に言及した記事があまり見当たらない。僅かに附録の講孟割記評

語の所に23その名が出るのみである。偶然そうなったのか、何か理由があるのか、もし理

由ありとすれば是非研究して見たい課題である
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 ところでこのb講孟劃記執筆の期間「1］、即ち安政3年4刀15日、松陰は平素の学問をその

まま美しく結晶させたやうな名文を書き残してみる。冒頭にも紹介した七生説t;E t8である。

これは既に題名が示すやうに松陰の代表的な大楠公讃仰の論説であり、単に讃仰するに止まら

ずして、自らも楠公の如く七生三二を期し、以て後世に感奮興起する人を待たんとする切々た

る決意の表明書である。そのためであらう、書き出しの文句

 怒A誕凛ム《二二■＜＜1'軽幽二三A鱒和二丁←・＜lu(誕如謎」ト'焔思繧唄椥梱→くくへ轄＿Y

 細駆」》認土2恕・昼躰sNぐく:刃寝魂い。)

の］行の如き、まことに人の肺鵬に徹することばであり、鋭く世間の動きを洞察し、然も深い

憂ひを有する人でなければ考え及ばない文字である。また中程には

 余嘗て東に遊び三たび湊川を経、楠公の墓を拝し、涕涙禁ぜず。其の碑陰に、明の同士朱生

 の文を勒するを観るに及んで、則ち亦涙を下す。

とあり、如何に松陰が深い思ひを湊川に寄せてみたかが察せられ、その楠公思慕の情か単なる

流行や見せかけによるものでなく、深い学問の結果であることを知り得るのである。なおここ

に「三たび湊川を経」と書いてあることについて、松陰はこれまで

1. 嘉永4年3月 藩主に従って東遊

ワ
θ
3
4
【
つ
ハ
0

 tt 5年4～5月 藩の罪を得て帰藩

〃6年正月 1〔〕年間遊学許可で東上

〃6年9月 晶晶に投ぜんがため西下

〃6年ll～12月 M的を達し得ず東上

安政元年9～10月 下田踏海後、罪を幕府に受けて帰藩

と僅か3年半の問に3度も江戸との問を往復してみる。これを「三たびJと言ふこともできる

が、この内3と4は瀬戸内海を船で航行してみるので、兵庫に立寄ることはできなかった。又

6の場合は、幕府の罪人として厳重な警固のもと、腰縄のまま囚人用の籠で護送されるといふ

有様であったので、途中で楠公のお墓に参詣するなど到底望めないことであった1現に護送役

の武弘太兵衛の日記Si｛］‘Jにも

   十rcl一;〔ロ

 ドく噸楚超N坤鰍終繹医二二網謹選《童緊劃博椋二三二三鼻盲低N肇恥く蟹遡慧‡

  蜂N郷u‡皿ミ§並K一三鰹興軽圏N㎏麹ぐ二二三二

と記してあり、松陰はただ遠くから手を合はすのみであったであらう。随って125の場

合が考えられるが、詳しい記録がなく、残念ながら詳細は不明である。いつれにしても松陰と

楠公について論ずる場合、七生説は極めて重要な意義を持つ文てあって、本人もそのこと

を十分承知してみたと見えて、いろいろな文章の中でこれを引用し且つ紹介してみる。それら

は例えば武教全書講録の子孫教戒篇目2［1、丁巳幽室文稿の木原愼斎に與ふる書'iE21、己未文稿の
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三亡友を祭る文の序ij｛22agiである。

(松陰と女子教育)

 ところでここに特記すべきことは、松陰が女子の教育を重んじ、これを論ずる場合屡々楠公

その他の忠臣の故事を引用してみることであって、兎角肖像画の印象から、志士としての謹厳

な面のみが強調され易い風潮の中で、改めて見直されるべき松陰像である。まつ二三全書三三

の子孫教戒篇では

 注23皇国武將の妻室、盛衰を以て節を改めず、存亡を以て心を易へず。或は賊に当り或は敵

 に死する

例として

武田勝頼の妻北條氏・細ll忠興の妻明智恥柴田勝家の混織田鼠傷慈鱗ll鵯騨讐矯忌事

 晶響岩お塑蔽駁1瞥に・蒲生二郷の妻明智氏などの類を指すにや。其の外結城親光・楠正成・

馳寂購の妻、糊・鮒の妥軟建姦轍油滴と前出謡言鹸幾鰯漕の類

を挙げ、二夫に仕へざることを婦女子の鑑として賞美してみるのである、もともとこの武教全

書幽谷は晶出の幽囚室に於ける孟子の講義(講孟割記)が終了して後、安政3年8月22日より、

日を定めて親戚の子弟等に山鹿素行の心匠全書や邑を講じた際の手録であって、受講者は例に

よって佐々木兄弟、高洲温温允、玉木彦介等であり、時折は叔父久保五郎左衛門や兄梅太郎も

同席してみる。即ちかかる受講者に対し松陰は「忠臣は二君に事へず」と同様、「烈女は二夫

を更へ」ざらんことを強調してみるのである。そして当時の世相が「淫1失の婦は往々聞くこと

あれども、貞烈の婦に至りては蓼々乎として響を絶す」ることを1嘆き

 余常に蠣かに認れを過憂して乱亡の先兆とす

とまで極言してみる。1｛ミ1を憂ふるとは実にかくの如きを言ふのであらう。同様の言は丁巳酒室

文言'汝誠繹述寂注24にもあり、111鹿素行の遺書より進んで楠・菊池の諸氏のことに及んで

みる。その一部を引用すると

 余嘗て山鹿先師の遺出を読みしに、言、女教に及ぶものあり、謂へらく「女は柔順を以て用

 と為し、果断を以て制と為す」と、又深く源語・勢語の、風を敗り俗を壊るを11Ptずと云ふ。

 窟かに其の言を尊信し、其の成書なきを惜しみ、妄りに之れに擬せんと記せしも、而も文拙

 く学薄く、他業又繁くして未だ記すことある能はず。(中略)余已に家に上せらるるや、こ

 れを外叔久保翁に語る。翁廃せられて後、詩書三二を以て邑中の子弟を教育し、最も意を女

 教に留む。(中略)〔曹〕大家言へるあり、「男は能く自ら謀る、女は当に人に適すべし、而

  すす
 も漸んで訓謁せられず」と。これ女誠の作られし所以なり。余は則ち需はん、「節母烈婦あ

 りて、然る後孝子忠臣あり、楠・菊池・結城・瓜生の諸氏に於て、吾れ之れを見る」と。

なほ有名な妹千代あての松陰の手紙にも、楠正成公や大石良雄などに言及した文辞があるが、
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これは書簡のところで纒めて後述したい。

 丁巳幽室文稿にはこの外に實之、字は賓卿の説注1撫に於て、友人中谷正亮が楠正成・加

藤清正・諸葛亮等を慕って名を正亮と改称したことにつき

 大丈夫斯の世に生れては、志を立つること高大なるを貴ぶ。而して皇道振はず、夷ぢ火遜なら

                           な ん ざるは. 正に今］の憂たり。士の楠・藤・諸葛を景仰する、庸言巨ぞ過ぎたりと為さんや。

と記した文がある、うっかりすれば見過し易いものであるが、当峙楠公や加藤清正・諸葛孔明

などの人物を尊崇する風がだんだんと生じていたことが推察される。ついで乍ら中谷正亮には

 君に楠公を致し、身を赤穂に附す

といふ名句が他の四則6で見られる。後年』‘君臣湊川の標語のもとに、長州藩が一致団結し

て王事に尽痙した萌芽は、既にかかるところにも胚胎してみるのである。なほ松陰の辱』幽窓随

筆の読詩絵録注2？(安政4年5月18日一華)'Tには

 ○(頼)lll陽の櫻井の駅塩を平ぐるの詩は、頗る祁【LIと綿竹とに似たり。孔明は病みて祁1⊥1

 に卒し、其の子i櫓は戦ひて綿竹に没す。夫れ大楠の戦死は大回と1司じからず。然れども其の

 忠勇謀略は正に相匹敵す。晴の憤歎死に赴くに至りては、尤も小楠に似たり。祁山と綿竹と

 は遙かに漢水を隔つれば、則ち梢や遠しと難も亦以て兵庫と四條畷の淀水を爽むに比すべき

 なり、

として片下父子と諸萬孔明父子とを並び称してみる文章がある。中谷正亮と形影相似たりと言

ふべきであらう］

(三鯨読書 七生滅賊)

 三除旧注28は衆知のやうに野山獄の獄1λ1となった松陰が、魏の董遇の三三の論(冬…歳

の鯨、夜…日σ)鯨、陰雨…時の籐)に感じて安政2年4月2日、自分の脳裏に浮かんだ感懐を

述べたものである。他人の論を参考としなから白らの説を立てる場合、通常ならば三鯨を五鯨

にするとか、類似の改変がせいぜいであらうに、発想を転換してかくの如く、君父の齢恩、目

月の除光、人生の鯨命の三者を挙げ、その三つの高恩に感謝するといふやうなことは凡慮の及

ばざるところである、、ましてそれが窮屈な獄舎生活の最中とあれば、余程こころの暖かい人で

なければできる業ではない。まさに至誠の人菅公を思ひ起すに充分である。松陰もこの三性

説は大へん気に入ったと見えて、かの七生説と合わせて伽三筆読書、七生滅罪髄の聯句を作

り、後に白らの幽囚室に掲げて朝夕の警めのことばとした。そして時には尊敬するプ」にこの文

字の揮毫を依頼し、またいろいろな文章にも引用して1:1らの決意を表明してみる。⊥！11ちこれは

かの松下村塾の聯注L'9'＋と共に数少ない松陰の座右の銘である。年次を追ってこの聯句が使

用してある文を紹介すると

1安政3年4月18日、績二十一回猛士の説li130
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3. 

4. 

に
」
ρ
D
7

8. 

9. 

10. 

これは七生説E一が著されて僅か3日の後に書かれたものであるが、ここに

余前に二十一回猛士の説を著はし、又三鹸・七ケ日説を撰す。幽囚の室、半間に膝を容れ、

右に「三鈴読書」の4字を題し、左に「七生滅賊」の4字を題す。日夜優悠として其の間

に坐臥す、、族人交々謂ひてElく、「今試みに三を以て七に乗ずれば亦二十一を得ずやjと。

余躍然としてLlく、「善し、吾が心を獲たり」と。因って其の説を績いで日く、「三醸読書

は七生丁丁の本なり、七生二塁は三鯨読書の効なり……」と

とあり、続いて翌日

安政3年4刀191-1、久保清太郎宛書簡

ここでは三三読香と七生滅賊の八字の揮亮を佐久間象山に依頼して欲しいと書いてある。

安政4年の日記 丁巳「1乗注31

ここに、表紙の左下に'三除七生之室9の文字が見える。幽囚室をこのやうに称したので

ある。

安政5年11月60 家大人・玉叔父・家大兄に上る書注32(戊午幽室文稿)

これは松陰の遺言により松陰神杜の神霊となってみる重要な文書であるが、京都の大原重

徳よりs'七生滅賊の・1字を旧いて賜はったことか記してある

安政5年11月末頃の意見書草稿注33

安政6年正月6日 中谷正亮宛書箇注34

安政6年2月141ヨ 大原三位に贈る(己末文稿)

この中に燦蜜霊ゆ岳型三密韓撫三三ギ劃申姦一y回暦瀞E雨醗唄)の詩句がある。

安政6年 東行前日記注35

ここに松陰の肖像の自賛の詩があり

鰐抽嶺iβφ＃癖！il十針

燵謹銀詫奄無嘱‡1回

と文字は略してあるが、もちろん三飴読書、七生滅賊の意味である。

明治30年 松下村塾零話潟6

これは門人天野御民(冷泉雅二郎)の談話であるが、Ll」に次の一文がある。

｛D先生絶えて書下骨董の娯楽なし、其の未だ塾を建てざる前、杉の家に在りて諸生を教授

 せらるるや、壁問常に木原松桂老人の書きたる三籐読書七生滅賊の一ll癌を掲げたるのみ

 にて、他と取り換へられたることなし。

1日和8年8月渡泌門下問答iPtV. 37

同じく門弟天野清三郎の談話て

(松下村塾に)看板はなかった. 塾中には大原三位の七生滅賊の幅のみであった。

等々とあり、最後の渡邊笹下談話を事実とすれば、松下村塾は楠公を範として教育が行はれて
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みたことになる。

 その他安政56年頃の文を見ると、安政5年7∫】13日、即ちかの有名な議大義が著は

された同じその日に、松陰はまた別に藩の要路の人に意見具申it38を贈ってみる。それには、

たとえ力を以ては及び難い場合でも「機を見る明決と誠の貫徹と」があれば事は成就し得るこ

とを述べ、薪由・三又は毛利元就等の先例に学ぶべきことを進言して居り、また1司年9月6日

起筆の一t読綱鑑録i」i39tにも

 今赫々たる 天朝の安危存亡、誠に今口に迫れり。(中1略)余が意に在りては、夏台・菱里

 は言ふに足らず、皇臣の模範は新田・楠・菊池等の如く、一・家の［flL肉を以て国に殉じてこそ

 僅かに可なりと謂ふべし

と、この危急の山回公等を範として、一・・族一家を挙げ毛事に尽くすべきことを強調してみる:t

 次いで書かれたL'時勢論注4。(同年9月27LIジは先に記された議大義や㌧し時義略論「と

共に、対米折衝を震源としてゆれ動く当時の内外情勢に対処して、これが解決の策を京都の大

原重徳卿に進言したもので、これ亦憂国の至情か全篇に溢れている名篇である、、

 某綱かに時勢を観察するに、宝lll乍無窮の大八洲、存亡誠に今口に迫れり……

と書き出しがら格訓の高い文章で、京都の御決断を要望し、

 勿体なけれども 後醍醐天皇隠岐の出でましあればこそ、天下の義兵一同に起りたり、加之、

 是れより先き、 後鳥羽・川頁徳・土御門の三天皇の御苦難もあらせられたり、されば建武の

 御中興、中々一朝一夕の事には非ず……

と過去の事例を述べた上で

 某の所見にては、主上大いに天下に勅を下し、あらゆる忠臣義士御招集遊ばされ、又尾張・

 水戸・越前を始め、正義の人二二を蒙り、又は下賎に埋没する者尽く閾下に致し、外夷捷伐

 の正義御建て遊ばされ度さことなll。

と山山親lll三の策を進上し、そのためには

 幕府より何程逆焔を震ひ惇慢の処置ありとも御頓著なく、 後烏羽・後醍醐両天皇を［的と

 して御話1吾定められば、正成・義貞・高徳・武重の如き者、累々継ぎ出でんは必然なり。

と、朝廷に於て率先範を垂れられるやう切言してみる。松陰が最も情熱をこめて国事に尽倖し

たときの面影の一二である。

 その言行の赴くところ、時には藩の要路と意見が交錯する場合もあり、遂に松陰はこの年の

末、再度野山獄に投ぜられることとなった。その11寺門弟の人々と送別の詩を贈答したも0)が、

J le午幽室. 文稿『'の末尾に附載してある、その中の白眉は何と言っても松陰のLL村塾の壁に留

題す注小るの詩であって、困難に遭遇して微動だにもしない勇十の面目まさに躍如たるもの

があるt敢て全文を引用すれば、

一91一



 個三三区餐 囲毒三三却幽2'

 十毒喧颯1細:十志轍e細1如1亘D・い卦。

 と黒く、圭圓 ミ忌即くtr 9主gw'

 →く週團懲竪 ÷く剣蟹竪U蜷歩。

 くr鐸韮:薫誤 くト潔黒珊無2軽D'

 罷柊埠謎諜 糎襖十・型嶽二2怒矯。

 お協旨甘1ill＝ 曲棉巾10褐で喪憩ト'

          をぐ
 二二潔三二 蟹e三二。》躍ゆで」。

 採葦睾聯匪 栂ぐ二二罫9聴b'

 →く回忌螺巡 ÷く二二巡細二十・。

 箪卜一隷蔓‡ 箪ド曼お幻隷顧ノ

 細轄津團蕪 細。レ章圖(｛｝ ＊A」te〈。

そして門弟等の別笹の作の中で小田村士毅が述べた詩泌12は次のとほりであった。

 二二謎セ二二遜 輕｛磯巡ぺ撫鯨騒戸

 HくV一融く乙訓雲 Hくトー'〈e 最親富川鰹ゆ櫛」。

 ぺ二二計二二魯 ぺ二二計二相魁思劉く)翼桶磁逃'

嶺霞白魚幽白雪ME旧記三富e芽9担尋健。

元弘の昔、後醍醐の帝が霊夢によって金剛山下に楠公を得られたやうに、今日もし京都に於て

人を探されるならばそれは野LL1獄中の松陰その人であろうと小田村士毅は詠ふのである。小

田村は松陰が去った後の村塾を主宰した人でもある。これらの人々が謙虚に然も烈々たる気慨

を以て楠公の先例に倣はんとした様子が察せられる。

 次いで安政6年、松陰は獄中に於て新年を迎えた。

  ぺ畑e鯉ゐ選浄臣ξ鯉ぐ楚

    Wk AJ N7［黎憐・ρ曲《蛇蜘榎～櫛9

と思ひは早くも帝京に向ふ。そして正月14口、岡部子柑に与へた文温3(己未文稿)には

 二白、足下親迎の議、僕、小楠假契の歌を以て之れに望む。蓋し足下の徒太あるは、猫ほ小

 楠の正儀あるがごときのみ。如何如何。

と記してみる。門人岡部富太郎が配偶を迎へんとしたとき、小楠公の故事を述べて暗にこれを

止めんとしたものである。故事とは 後醍醐天皇が弁内侍を正行に配せんとされた時に、正行

公が、

  刃》P圭恩櫛築妃P褐で〉炉癬・」｝彊趣(∋

    軽e民く細二る㌣黎竺く

と答えたこを指す. そして小楠公に正儀があったやうに、足下には甚太といふ弟が居るではな
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いかと松陰は諭してみるのである。ここにも松門の人々の志が奈辺にあったか推察されるであ

らう。そのために松陰は獄中と難も要駕策・li劉く策などさまざまな具体策を立案するのである

が、事は必ずしも意の如く運ばない。遂には絶粒までして自己の至誠の証しを得やうとしたこ

ともあったが、両親の声涙倶に下る手紙により中【しした。ある晩、書見を. している松陰の耳に、

通行人の詩吟の声か聞えて来た。己未文稿の';偶記注44(4月2日)は語る。

  無記G題ぞ鰹』註9鴇韻軽響一)》瑠◇ゆ湘樗9'起々櫨e厘e濡'這e瀧喫庶～食梱鈎桑思

 DeeD。目ql 1［コ樫悉田ギ鰻無二U》報梱竃ゆ。坦々・〈槍9'麺機・ヨ(∋埋名e龍如粍∂'咽

 V・ts・＿｝ XJ KN Na O〈旨'口細蛭むV＃l e霜簿梱鎚や'工〕U」》舞酬喫V解砕遮食コ'麹」餐」

 》置〉ぐ灸Φ卦。三三くく＿)粂・」ひ躯」ト'鰹翼螺ひ'頓柵侭e禦賠(∋龍'＃？SkS)・XEヨe帥ト縫e瀧

 e÷くhO由粍」選｛赦～巡ミ尋粥冥2。楓‡載Jv楚聖侭弾遭私刃講や如冒緊感～謎v'馨謬e樋

 急樋＿y擁⊃畑疎Hr櫛鐙。曹些'響榊癖暴三三≡・二三細踏喝雨. 景①知①せ。11阻督慧澤鄭9

 累で逃'田1×㌫榊刈識ρ旧記ミ田如棋2」》慧三十・「:1三三

と、即ちこれによって当時萩の街では二二の詩が歩行吟訥の人の口にも親しまれてみたことが

分ると共に、この記事により楠公崇拝の風が田父野老、即ち一般の人々にまで及んでみたこと

が知られるのである。然も音吐朗々、経｛兆の態少しと云ふ、まことに心の暖まる情景である。

(4)松陰の詩歌に見る楠公

 松陰の詩歌については既に〔2)の修業時代に於て・hj公墓下の作｝sを紹介したu然しこれ以外

にも類似の詩歌が数首あり、特に和歌に至っては、松陰の至誠がそのまま文字になって現はれ

たと思はれるやうな佳句が留三二にも記されてみる。有名な歌なので今更めくが、これらを含

めて一応検討して見たい。‘束遊日記に旧く' 4M北遊日記(嘉永5年)で、松陰が佐渡に渡

り 順徳上皇の御陵を拝して涕泣したことは既に述べたが、この時同行の宮部鼎蔵と共に慷慨

して詠んだ詩1捗は

 琳鵯最認縄振吐ζ襟回三縄鞍e［眠刺趨唄ゆぜ

               なレニ
 株鰹謎煮三山華 墨喫…巡妾類壷e鰹2峠継∂

 檸株岬藩灘三千ミ 侭懐P翅麟二二e・R2珠ト綻ぜ

 qくや二二地細(U ＜や雲U癬刃」刃如寵やく刃令。

                 む 翠‡匿慰謹5三三興 翠・餐幸皿綴巖圃興伽曲ぐひ'

 二二四壁鼎礎憂 酬鋤撫三一)》道禦12伴」殺悩・冬。

 ｛く÷「く豪曲蕊侭 Aく十・Aくミ葡v蕊恕'

 麺堰繍田単1＜:最葦翻←H1・＜'ρ如VL・

 :く｝皿無巡肖トト蜘 →く｝田計継由州re単'

 相型倒く薫魍雫ミ曲 粗劃2悩ひ茸≒十＾咽枳e旺。
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 野州［・＜ぐ賦」←鰹 寒鯉伸旧くや褥駅9鍵宰躯'

 :コ雛二二甦蹄寅 ロ置くpU跡細駐ぐ》擬裂μゆ梱。

とあり、文字に三子の名は見えないにしても、その敵悔勤王のこころは楠公を勢垢させるもの

がある。次いで'松陰詩稿の安政2年2月、ト糟月性の詩を読むと題する漢詩4首のうち

1. 首注16に

 蝿叔旨副典娼ミ 蝿材迎2略ミe権粕e《櫛8躯'

 翠くま段簑轄回附 皐」く匿葭魯圃e緯倉9理。庶～如畏ヤ。

 福'ρ摯匪:忌ミ璽 榔や楚笹置歩ミ但縫面慰軸'

 輝i串幸ロ鵜鰻ム榊田 輕トもe…嘲樹慧礁田脚ぬやく。

とあり、これは月性の詩

 唄(題艇畑騨躯ミ

 遜膿圏互11煮劉r駆

 翻矧1鐸ξミ塁ヨム車

 餐藏1澤鄭1司くul嘩iヨi

に応じたものだと言はれている。「願はくは楠公と三田を1司じうせん」、幕末の心ある人々が希

望したこの言葉が2人の問で交されてみるのである。

 さて安政6年6刀、安政の大獄に連座して東回されることになった松陰は再び三度湊川を過

ぎることとなった。既に一の谷を過ぎては次の詩作かある。(縛二二、6月9日注47)

 謹蕊く襲鰹 韻溢'＜e幽鰹ぜ

 1面国三七 1凹田巳厘刃炉極⑱縫一)。

       ニ            べる
 駅姻斗幡嘘 製磯樋嚢虞降騒嚇」劃'

 桜軽皿但ξ旦屡 艦禦珊エトノ59｛匡。》薫や魅。

敗軍の将平家に対するこの理解、この1司情、凡庸の人の思ひ及ばざることばである。勿論楠公

も仇に向って降服したりされなかった。同じ日に作られた'楠公主古注48は次の通りである。

 話遡最旧・ドi寺絢》最r口e州慧戯褐噛ρ'

 区蹄R装蝦 区碧ト'R枢ぐ鎌＿)。

       ぐ な
 型囲銀運「o 型β囲園宰くe崎'

 銀芯轟甘総 潔e:ま終歩ぞ舶櫛＿)。

   ○

 旺や之榊田 証るρ中柵」劃匡e榊」

            のぶケレ
 ‘皿運智慧醸 紅ぐトノ些世e報9週ts〈＆。

 忌習蕎降翼 署ve量v＿｝》愈搭⑩魅'

 H］ヨ昧囲｛皿最 旺三階蛭ヨ｛ロtD巌t・Ci。
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   O

 上記塵囲樋 vFaSeb旺91'

           のるも
 1乱座曲縄 1憲返翠e寒。

 禦攣憲遜蝋 翼畢療二女二二'

        じしゴ 
 郎く目皿晶晶 渇くロkJ｛m①門田v最ゆて⊃。

更にこの日は、前年病没した三田尻の学者岸御園を追想ili49して

 虚血團｛駆樋十黙［匡 癌;計腰羅悩÷魅直コ'

 眠榊羅圏軽硬仔 Rぐ羅圏梱髄やトノ禦岳思謎私。

 櫨鞄櫃和輪唱ト象 椀鞄e櫃縦Hト卑轟》

 1ぜ一心一側重 t娼e盤面'｛旧註2樹9。

         ゆゆ ‡翻黒血‡ロ鷺:舅 ‡面面賞一)》迦窪9‡z〈Dt

 劇総出上訴蛇環 闘盤櫛糎㌍健2》'避型2灘〉。

 晶出抽出嶺砥浄肇 箪刺罰》ぐ・脹)》魁匡》霞ヤ4」訟＞9翠'

画幽飾纏三二富里最軸螺純》葺e熔醍う鱒。

とも詠んでみる。楠子の墓を拝して卒然頭に浮かぶ人、岸御園も亦楠公と墓出を共にしたい人

であったに違ひない。この」縛翁島'の収めるト道上詠史三十解はシナの先賢名士に加えて、

わが日本武嬢や西行等の業績をも偲んだ詩であるが、楠公については注諭

 車還選点｛皿 細u選蘂江遮女。宰逃'

              む向曲面楽郎囲e広口胸9二二μくA」b。

 髄i肇翻十糎 …包9麺国→く聖華桑。ヤ楚'

 癖墨羅鷹護 誌暴食滞偲脚一｝》誤Φ」禽・ぐ。

と僅か10字(20字)の中に最高の讃辞を捧げて居り、更に縛吾集の最後を飾る一t文天祥の正氣

歌の韻に和す渕の詩に於ては、わが国の敬仰すべき文武の名臣の事績を称へ、

 囲礎更ヰ欄 匝鍵β牢如炬やゆe鯉■

 鉛乱国畑丑柵・語三品×旺e羅‘

 嶽礎幽凝貿 掻｛岨'譲細田2宰ゆe翌ノ

 §:贈掴頭振 ｛孟杣翠斗喚居型e蛋。

 侭煮雌坦灘 穏煮'坦羅梱単ぐρ

 三＄uBMtw:十階 嶺曲淵弔(S自N. RHや。

 尽嘱挫蹟鱒 罵縣'二二梱忙魅'

 誌三六網湘 蕊黒食鵡択e申梱寒宰ぐ。

 裏舶;(〈nQ田 ま押'1やeさ…日'
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 潔照櫓蛍懸研 癬州ポ快翫e蜘

 鱒纈埋呼・櫛 1蜘2楚嶺. 」や澤卜←e舶々'

 餐§:翻名環 as 2 t！§:k！艇鄭e颪三。

      をぶむもげさゆ
 鰹絃騨聾侭 巡層'駿催雨潔£'

 田‡樫導螺 田‡'癖瞬如二三。

      な む
 習蟹嶽藺Nr 型'署e二神串'

 尺二三(自記 弓く蝦如念鵡U晶晶。

と賞してその功を追慕してみる。そしてこの終りは次の句で結んである。

 二七二二細 韻二二V叡」刃音ρ'

 庫糎揮浮上 二三樋慧降判吐2担。。

 蜜駐田』喉遭 懸楚v垣田傑悩§田£甦》'

 三二二二劇 農食二心e劇梱｝肇べくD

と、以てその志を知ることができる。因にこの第2句の平氏を「ふだん。平生。」と解してみ

る書もあるが、これは「むかし。往昔。」と解釈して文天祥の「醤(i酬油画に」に対比すべきで

あらう。

 和歌についてはまず第1に

  廊並喫刃も二二e蛍畷uミ魯麺劃ρ

    ミE槍迦1桑悩」《早潔

が松陰の代表作である。そのためであらうか、この歌を以て番き出された遺言の轡はいみじく

も留魂録と名づけられた。忠勇の士を偲ぶに房わしい佳名である。そして思ひ残すことの

数々が記された後、最後を飾るのは

  二三bρ如舶粂ぐgQQ照梱磁

    肇竺くゆ」面二黒拠裏奮倖

であった。時に安政6年10月26日黄昏、翌日松陰の現し身は伝馬町の露と消えた。萩の国学者

近藤芳樹はこの歌について注52

 ことにとちめのひとうたは橘のまうち君(楠イくiE成)の討死したまひしをりの言葉にこころかよひ

 て露ばかりもこの世にひかれず、いとおかしくなむ、……

と注記してみる。なほ涙松集には先の'縛吾集同様、6月9日の条il三53に一谷と湊川の

ことが詠はれてるる。それは

    1釦

  1㊥黒駅劃七＿)幅魅Φ梱脚

    製＿)トノ濫e担望や冥土2ヤ父

    遡ミ
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       ゆべ
  灸＿〕月〉・ρe量穏u3怠2」雨

    置旧ぐ麺く泄潔や恥心内舞楚

といふ心のこもった歌である。このことに関連して久坂玄瑞の日誌九初日記i'kst2・には、安

政6年7月51」の条に

 之れを聞く松陰先生兵庫を過ぎ、吟訥自若たり、護卒蓋く生平の起居に服すと、思父(品

 川弥二郎)の父之れを告ぐと云ふ

との記事があり、松陰がこのロ真心をこめて感懐を吐露し得たことが分るし、同1時に三門の人々

が師の言行について深い配慮を寄せてみたことも知られるのである。

(5)松陰の書簡に見る楠公

 嘉永4年3Jl、湊川に於て楠公の墓を拝し、感激した松陰はその3日の後、伏見に於て既述

の通り名詩を書き残したが、同じ日に郷里に宛てては次の書簡を送ってみる。注55

 1. 湊川にて楠公あ墓を拝し壷歩たたり候て、三水の撰ぶ所の賛、碑面の鳴門忠臣云云の石

 摺共買得仕り候。帰国の節貴覧に懸け申すべく候事。(3月21日 父叔兄宛)

即ちお墓に参詣したばかりでなく、その石摺りをも買い求めたことが分かるのであるが、当時

一歩の価がどの位であったであらうか。別掲の昏'費用SlkiS. 56・●によると、一歩…楠公碑の外、

二朱…卓1脚、一歩と三百文…脇ざし、一歩…艮齋へ束脩(授業料)等々が記してあって、相

当な値段であったことが分かる。次いで同年8月5日の父叔兄宛の手紙ikt'7には、この石摺り

を江戸で表装したことが記してあって、松陰の関心の深さが回せられる。

 1. 此の一幅湊lilにて買得、当地へ参り候て表装仕り候。表装代3匁8分に御座候。懸物類

 は兼ては飽く迄もきらひに御座候へども、此の幅は玩物の訳とも違ひ座右の銘にも代り候故

 奢り申し候。幸便に付きさし送り候問、御爾家問其の御志在らせられ候方へ御懸け成され候

 様存じ奉り候。

と特別に座右の銘として大切にするつもりであり更に次の文字まで加へてある。

 (これは)百非・均等が尚とは並べ懸けらるるものにては之れある問敷く存じ奉り候。

更に同8月9口には父に宛てて

 楠公石碑の懸物成就し候に付き、石津新蔵へ頼み置き候。其の内にも書状相添へ回れあり候

 問、左様御承知頼み奉り候。

とも書き送って居て、その配慮の並々ならぬことが伺はれる。因みにこの石摺りは永く吉田家

に家蔵されてみた1. 1］である、

 次に安政2年8月5日、久保清太郎宛の書簡温8には

 楠公の書1葉浦氏所蔵、某氏模彫致し候。因って松浦(竹四郎)氏に贈り候様致し度く候。

 外に2葉、鳥山(新三郎)と長原(武)に同様御頼み仕り候、
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とあって、いかなる内容か明らかでないが、湊川の石摺り同様、楠公ゆかりの書に非常な尊敬

を払ってみたことが推察される。

 また安政4年閏5月上旬岸御園宛(ヵ)とする書箇注し9ではいろいろ書物のことが述べてあ

る中で

 菊池公の書肥後人読取り三分肥れあり候虚、只今相見えず候。回れ等の雷を読む事素人にて

 毎度困り候。二二書中の相懸三根米矢銭等の事の一條なども読み兼ね候。高説如何。

と随分専門的な事項にまで関心が及んでみる。兵学の面から楠公に言及された珍しい例である。

それから2年後の安政6年4月22日頃、自らも野lll獄に居る松陰は岩倉獄中の入江杉蔵に1書

を与へて死生の問題を論じた。それは

 死を求めもせず、死を辞しもせず、獄に在っては獄で出来る事をする、獄を出ては出て出来

 る事をする。

といふ達観した境地を述べたものだが、更に次のやうにも言ってみる。

               む  む む  む む む  む                           む くき む くコ む む ロ                                       む む 吾が公に直に蓉接をなされよといふは無理なり。尊撰の出来る様な事を持へて差上げるかよ

 し。平生の同志は無理に吾が公に尊懐をつき付けて、出来ねば夫れで自分も止めにする

と。臣イの限りを尽して藩主を補佐するといふこの思想こそ松陰の真骨頂であって、平生の同

志の遠く及ばざるところであるが、これに続いて更に

 O回れ若し南支の夢に入らば 天子に直に言上すべし。其の次は吾か公に言上すべし。其の

 他大原卿などは曽て知己を以て許されたれば兎に角一言すべし。

と記して、後醍醐天皇南枝の御夢のことを例として草葬靖献の覚悟を披握してみる。

(三千代宛の手紙)

 さて現存する松陰の書簡数百通のうち、言楠公に通じるものを調べたところ、次に述べる妹

千代三を除いては概ね以上の如くである。即ち湊川の碑文に関するもの及び楠公の兵法等に関

するものがいくらかある位で、楠氏の見事な言行を引用して切々懇々と門弟達を善導すると

いった類の文は殆んど見当らなかった。自らはあれほど楠公に私淑し、あれ程心のこもった詩

歌を草しながら、儒頼し期待する門下生に何故これを語らうとされなかったのであらうか。先

に講孟剤記t一で懐いた疑問が又しても湧いて来るのである。或は尊敬すること深きが故に、

みだりに軽々しく言及することを避けられたのであらうか、今後の研究に待ちたいところであ

る。その点妹千代に対しては、松陰が最も遠慮なく物の言へる相手であったから、事情自ら他

と異なる点があったのであらう。入江杉蔵の場合もやや類似の而があったやうに思はれる。松

陰から千代に宛てた書簡は前後7通残ってみるが、いずれも野山獄から出されたもので、その

内容が極めて懇切なため、引用して紹介する人も多く、松陰の代表的な述作の一つとなってみ

る。そのうち安政元年12月161」の分温。は前回(12月3日、千代への最初の手紙)のに較べる
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と内容も簡素であるが、

 日本は武国と申し候てむかしょり勇氣を:重しと致し候国にて、殊に士は武士と申し候へば別

 して勇が大切にて、小供へいとけなき折からこの事ををしへこみ候事肝要に候。

と専ら甥の萬吉の養育上の注意を記し

 江戸絵や武者人形、又正月や端午に弓矢・のぼりなどかざり候様の事もまんざら遊び事にて

               いく は之れなく候。又軍書の中にある軍さの絵など小どもに見せ候へば、自ぜんと知らず覚えず

 勇氣が増すものに候。

として、その模範に

 三主成ぢやの薪lj」義貞の加藤清正のといふ事、小供に覚えさせ候がよろしく候。

と幼少の時からの訓育の重要さを述べてみる。松陰の教育観の重要な一面と言へる. 次いで安

政6年4J］ 13日、松陰再入二三に妹に与へた書簡注6Lは、千代より観音信仰をするやうにと、

わざわざ精進潔斎のための御供米を副へて寄こした手紙に対する返信であるが、仏教について

相当詳しい考へも述べてあり、その面でも参考になる文である。この中で楠公に関しては釈迦

の不死の悟りを説明して

 扱て其の死なぬと申すは近く申さは、釈迦の孔子のと申す御方々は今日まで生きて御座る

 故、人が尊とみもすれば有難がりもする、おそれもする。果して死なぬではないか。1二階

 砦禦ヒ1葦？ζ死なぬ人なれば縄目も人屋も首の座も前に申す観音経の通りではござらぬか。

 楠正成公ぢやの大石良雄ぢやのと中す晶々は、刃ものに身を失はれ候へども今以て生きてこ

 さる. 

とまことに噛んで含めるやうに懇切丁寧に書いてみる。そして人の世の禍福は必ずしも一定せ

ざることをも述べて

 回れからは拙者は兄弟の代りに此の世の禍を受け合ふから、兄弟中は拙者の代りに父母へ孝

 行して呉れるがよい。

として、最後にかう記してみる。

 佛法信仰はよい事ぢやが、佛法にまよはぬ様に心学本なりと折々御見候へかし。心学本に

  略謹和蝿隠く)櫛葡｛諏e樟粗㌣

 神へ願ふよりは身て行ふがよろしく候。

先の安政元年12月3日の手紙で松陰は杉家の家法で世の及び難き長所として

 1、先祖を雌び給ひ

 2. 神明を崇め給ひ

 3. 親族を睦じくし給ひ

 4. 文学を好み給ひ

 5. 佛法に惑ひ給はず
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 6. 田島の事を親らし給ふ

ことを挙げてみる。祖先を尊び先哲の袖霊の感鷹を崇敬する松陰は、楠公の如く死して不朽の

人たらんことを妹に説き、そして自らもその願ひの如く生涯を終へた。楠公と共に松陰は今も

なほ生きてみるのである。

★これは藝林第35巻第3号(昭和61年9月)に発表した文に若干補修を加えたものである。
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